
どこにも相談しなかった

民生児童委員、自治会役員等

警察

弁護士・司法書士

業種別の専門相談窓口

メーカー

購入した販売店、販売担当者

国や兵庫県の相談窓口

播磨町上下水道工事業協同組合

地域包括支援センター

播磨町消費生活センター

面倒だから

自分にも責任があると
思ったから

時間がかかると困るから

被害金額が低いから

解決が困難だと思ったから

自分で解決できたから

相談しても満足のいく回答が
得られると思わなかったから

どこに相談していいか
わからなかったから

防犯サイト等での緊急情報発信

消費者と行政、企業等の連携

行政からの情報発信

取引や売買に関する規制強化

地域での見守り

マスメディアによる報道

各世代に合わせた学校教育や生涯教育

地域での教育やコミュニケーション

家庭内での教育やコミュニケーション
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平成30年度住民意識アンケート調査結果報告平成30年度住民意識アンケート調査結果報告

▶問合せ　住民グループ☎０７９（４３５）２３６４▶問合せ　住民グループ☎０７９（４３５）２３６４

播磨町消費者教育推進計画について播磨町消費者教育推進計画について

１．購入の際のトラブル経験について１．購入の際のトラブル経験について
問１　あなたは過去３年間に、購入した商品や利用したサービスについて不安や不満を感じたことや、
　　　改善してほしいと思ったこと、商品によってけがをしたこと、不当な支払いをしたことはありま
　　　すか。

４．播磨町消費生活センターについて４．播磨町消費生活センターについて
問４　播磨町消費生活センターへの来所や電話での消費生活相談ができることを知っていますか。また、
　　　名称やどこにあるかを知っていますか。

２．トラブルの際の相談先２．トラブルの際の相談先
問２　問１で「経験したことがある」と回答した
　　　方はそれらを経験した際に、どこに相談し
　　　ましたか。（複数回答可）

３．相談しなかった理由３．相談しなかった理由
問３　問2で「どこにも相談しなかった」と回答
　　　した方は相談しなかった理由は何ですか。
　　　（複数回答可）

５．悪質商法の被害を防ぐためには５．悪質商法の被害を防ぐためには
問５　悪質商法などの手口も巧妙化し、高齢者、障がいのある方、社会経験の浅い若者が被害にあうケ
　　　ースが多発しています。このような被害を防ぐために、どのようなことが大切だと思いますか。
　　　（３つ選択）

すべての項目の集計結果は、町ホームページに掲載します。詳しくは住民グループにお問い合わせください。

知らない
わからない
48%

未回答
1%

相談ができること、
名称、場所をすべて知っている
9%

相談ができることは知っているが、
名称、場所は知らない
25%

名称、場所は知っていたが、
相談ができると知らない
1%

名称のみ
知っている
16%

経験したことがない
82%

未回答
1%

経験したことがある
17%

播磨町では、「住民参加のまちづくり」をより一層進めるため、皆さんからご意見やご提言をいただく
「町政モニター」事業を行っています。

　商品やサービスが使いやすく便利になる一方、消費生活のトラブルは以前よりも複雑なものになっています。
また、高齢者を狙った悪質商法や犯罪が非常に多くなるとともに、中学生や高校生が多額の被害にあうなど、
被害者の年齢層も広がっています。

　播磨町では、消費者自身が複雑な契約、悪質な勧誘に対しての正しい知識を持ち、慎重に対応することで
消費生活トラブルや被害を防止できるようになることを目指し、「消費者教育推進計画」を策定します。
　計画の策定にあたり、アンケート調査を行いました。播磨町在住の18歳以上の人の中から無作為に抽出し
た1,000人に送付し、441人から回答をいただきました。調査の結果から一部を抜粋し、お知らせします。
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